




































































このとき、エリさんのCD4リンパ球数 160/μL（正常値：700-1300/μL） , HIV-RNAウイルスPCR 
46000copy/μL（正常値：検出せず）でした。
エリさんは入院し、スルファメトキサゾール・トリメトプリム合剤（ST合剤）の内服を開始しました。治療期
間は3週間でした。
この間に頭部MRIなどの画像検査や眼底検査、消化管内視鏡を行ない、幸いなことに異常を認めませんでし
た。
婦人科も受診し、現在は経過観察中です。
肺炎も完治に近づき、気持ちも落ち着いてきたある日、エリさんはHIVを担当する看護師さんに質問してみま
した。
エリさん：「私はなぜHIVに感染したのですか？」
看護師：「出産のときに感染する母子感染や針を使うドラッグが原因のこともあるけれど、ほとんどはセック
スなの。」
　　　　「セックスのとき、相手の男性は必ずコンドームをつけていた？」
エリさんがいままで交際したことがある男性は2人でした。
もちろん、ドラッグには興味も経験もありません。
でも相手の男性が、必ずコンドームをつけていたかというと・・・・・。
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エリさんには身体障害者手帳（免疫機能障害）が交付され、医療費の経済的負担はほとんどなくなりました。
退院してから1ヶ月ほど経過したところで、抗HIVウイルス療法(HAART）が開始されました。
エリさんは1日に1回、必ず決められた時間に合計2錠の抗HIVウイルス薬を内服します。
治療を一生涯続けることには不安を感じることもありますが、
エリさんにとって毎晩23時に抗HIVウイルス薬を内服することは生活の一部になりました。
エリさんは仕事にも復帰し、今までと同じようにフルタイムで働いています。
スポーツジム通いも再開し、以前と同じメニューをこなしています。
来年の１月には大学時代の友人とスノーボードに、4月にはバリ島に行く予定です。
病気のことは、まだ誰にも話していません。
心の中にしまったままです。
両親にも伝えようと思っていますが、なかなか決心ができません。
それは友人に対してもです。
退院から9ヶ月ほど経過した12月1日、この日は感染症科の外来受診日でした。
エリさんのCD4リンパ球数 463/μL（正常値　700-1000/μL）、HIV-RNAウイルスPCR 50copy/mL未満（正常値
　検出せず）と抗HIVウイルス療法(HAART）は充分な効果を認めています。
エリさんはこれまでに一度も内服を忘れたことはありません。
この日、12月1日は世界エイズデー。
昨年までは気にも留めなかった赤いリボンのマークですが、今のエリさんにとって大きな意味を持つものにな
りました。
「国も、人種も、年齢も、性別も、セクシャリティも異なった人々が、この赤いリボンで繋がっているん
だ。」
エリさんはそう感じました。
